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至
誠
の
人　

吉
田
松
陰　
（
最
終
回
）

講
談
師
　
一
龍
斎
貞
花

　
吉
田
松
陰
亡
き
後
、
主
人
公
の
如
き
働
き

を
し
て
い
る
小
田
村
伊
之
助
が
大
活
躍
し
、

大
河
ド
ラ
マ
を
支
え
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。

薩
長
同
盟
に
伊
之
助
が
大
き
な
働
き
を
し
て

い
る
が
、
今
ま
で
の
歴
史
で
は
伊
之
助
の
働

き
は
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
記
録
に
な
い
。

　
改
め
て
同
盟
の
な
り
ゆ
き
を
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
坂
本
龍
馬
が
仲
立
ち
を
し
て
薩
長
同
盟
へ

の
第
一
回
の
会
議
は
、
お
互
い
面め
ん
つ子

に
こ
だ

わ
り
、
こ
と
に
薩
摩
は
大
藩
を
鼻
に
か
け
る
。

長
州
に
し
て
み
れ
ば
禁
門
の
変
で
薩
摩
に
ほ

ろ
ぼ
さ
れ
た
だ
け
に
仇
敵
。
急
進
派
を
な
だ

め
て
の
会
談
だ
け
に
強
気
を
見
せ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　
薩
摩
藩
は
西
郷
隆
盛
、
長
州
藩
は
桂
小
五

郎
。
桂
は
松
下
村
塾
の
塾
生
で
は
な
い
が
、

若
き
日
藩
校
明
倫
館
で
松
陰
か
ら
教
え
を
受

け
て
お
り
、
弟
子
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
孤
立
状
態
の
長
州
、
同
盟
こ
そ
生
き
延
び

る
道
と
、
藩
主
の
側
近
で
あ
っ
た
小
田
村
の

進
言
も
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
龍
馬
が
、

桂
や
西
郷
を
必
死
で
説
得
。
推
進
し
た
の
が

薩
摩
藩
影
の
宰
相
と
い
わ
れ
る
家
老
小
松

帯た
て
わ
き刀

。
西
郷
、
大
久
保
利
通
を
動
か
し
た
人
。

そ
し
て
も
う
一
人
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
が
、
福
岡
藩
士
月
形
洗せ
ん
ぞ
う蔵

、
藩
内
尊
攘

運
動
を
推
進
。
藩
主
黒
田
長な
が
ひ
ろ溥

が
薩
摩
の
島

津
家
か
ら
の
養
子
で
、
前
藩
主
島
津
斉
な
り
あ
き
ら彬の

側
近
だ
っ
た
西
郷
や
、
小
松
と
親
交
が
あ
り
、

長
州
藩
と
連
絡
を
と
り
、
三
条
実
美
ら
五
卿

が
大
宰
府
に
移
る
際
尽
力
。
人
名
辞
典
に
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
人
物
。

　
企
業
の
合
併
は
、
第
三
者
の
仲
介
に
よ
る

こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
ラ
イ
バ
ル
同
志
の

同
盟
と
な
れ
ば
尚
更
で
す
。

　
日
数
を
重
ね
た
が
、
京
都
の
薩
摩
藩
邸
に

て
小
松
帯
刀
、
西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
。

長
州
側
は
桂
小
五
郎
、
品
川
弥
二
郎
、
三
好

軍
太
郎
出
席
の
も
と
に
同
盟
成
立
。
龍
馬
は

土
佐
の
上
、
脱
藩
者
だ
か
ら
正
式
会
談
に
は

出
席
出
来
な
い
。
小
田
村
も
出
席
し
て
い
な

い
。

　
大
政
奉
還
・
王
政
復
古

　
幕
府
の
長
州
攻
め
は
失
敗
。
こ
の
戦
い
の

の
ち
、
反
幕
府
派
が
大
き
な
勢
力
を
も
ち
、

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
大
政
奉
還
、

同
年
十
二
月
王
政
復
古
、
か
く
し
て
新
政
府

経営と健康

樹
立
、
戊
辰
戦
争
に
も
新
政
府
軍
の
中
心
は

長
州
、
松
陰
の
教
え
子
た
ち
の
働
き
に
よ
っ

て
維
新
と
な
る
。
明
治
四
年
、
桂
小
五
郎
改

め
木
戸
孝た
か
よ
し允
が
断
髪
令
。
ち
ょ
ん
ま
げ
を
切

っ
た
者
が
妻
か
ら
離
縁
さ
れ
た
り
、
反
対
の

一
揆
が
起
こ
っ
た
り
。
新
時
代
を
迎
え
る
に

あ
た
り
外
国
と
肩
を
並
べ
る
に
は
、
風
習
を

改
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
。
明
治

六
年
三
月
二
〇
日
明
治
天
皇
断
髪
に
よ
っ
て

国
民
も
断
髪
。
廃
刀
令
な
ど
文
明
開
化
へ
歴

史
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　
逃
げ
の
小
五
郎
と
い
わ
れ
た
が
、
危
機
を

何
度
も
脱
出
し
た
か
ら
こ
そ
維
新
の
三
傑
の

一
人
と
言
わ
れ
る
ま
で
の
活
躍
を
し
た
木
戸
。

龍
馬
は
、
大
政
奉
還
さ
れ
る
や
、
刀
は
床
の

間
に
、
ピ
ス
ト
ル
も
持
参
せ
ず
祝
杯
、
刺
客
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山
口
県
で
は
今
な
お
松
陰
を
尊
崇
す
る

気
持
ち
が
強
く
、
松
陰
が
説
い
た
「
至
誠
」、

真
心
を
尽
く
せ
ば
な
せ
ぬ
こ
と
は
な
い
、
気

持
ち
は
必
ず
伝
わ
る
と
い
う
。
安
部
総
理
も

「
至
誠
」
と
揮
毫
し
て
い
ま
す
。

　
萩
の
飲
食
店
で
、「
ふ
み
御
膳
」「
ふ
み

弁
当
」
が
期
間
限
定
（
27
年
12
月
31
日
迄
）。

折
角
の
大
河
ド
ラ
マ
に
よ
る
集
客
や
、
お
土

産
な
ど
一
過
性
で
終
わ
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、

永
続
さ
せ
な
け
れ
ば
勿
体
な
い
、
知
恵
を
し

ぼ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
　

　「
人
、
賢
愚
あ
り
と
い
え
ど
も
、
各
々
一
、

二
の
才
能
な
き
は
な
し
。
湊そ
う
ご
う合
し
て
大
成
す

る
時
は
必
ず
全
備
す
る
所
あ
ら
ん
」

　
賢
愚
の
差
は
あ
ろ
う
と
も
、
誰
に
で
も
ひ

と
つ
や
ふ
た
つ
の
長
所
は
あ
る
も
の
、
そ
れ

を
伸
ば
せ
ば
、
い
ず
れ
は
必
ず
立
派
な
人
に

な
る
。
長
所
を
伸
ば
し
人
を
育
て
る
。

　
社
員
育
成
に
、
松
陰
先
生
の
こ
の
言
葉
を

記
し
、
至
誠
の
人
吉
田
松
陰
、
こ
れ
を
も
っ

て
読
み
終
わ
り
と
致
し
ま
す
。
ポ
ポ
ン
ポ
ン

■

の
た
め
に
中
岡
慎
太
郎
と
共
に
斬
殺
さ
れ
た
。

油
断
と
い
え
よ
う
。
松
陰
、
久
坂
、
高
杉
は

じ
め
死
ん
で
い
っ
た
志
士
た
ち
。
も
し
龍
馬

が
永
生
き
し
て
い
た
な
ら
ば
、
政
治
家
に
な

る
こ
と
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
世
界

に
大
き
く
は
ば
た
い
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
長
命
の
勝
利
と
い
わ
れ
る
徳
川

家
康
の
如
く
、
責
任
あ
る
立
場
の
方
こ
そ
健

康
管
理
に
留
意
し
て
下
さ
い
。

　
群
馬
県
令
・
楫か
と
り
も
と
ひ
こ

取
素
彦

　
慶
応
元
年
、
花
燃
ゆ
主
人
公
文
は
、
毛
利

定
広
の
正
室
安
子
に
仕
え
、
長
男
元も
と
あ
き
ら

昭
が
生

ま
れ
る
や
守
り
役
を
務
め
、
そ
の
頃
美
和
子

と
改
名
。
そ
の
後
実
家
に
戻
り
、
玄
端
と
京

都
の
芸
妓
の
間
に
生
ま
れ
た
秀
次
郎
を
複
雑

な
気
持
ち
で
引
き
取
り
ま
す
。

　
明
治
九
年
、
政
府
に
不
満
を
抱
く
士
族
ら

の
叛
乱
。

　
旗
頭
が
松
下
村
塾
出
身
の
前
原
一
誠
。
兄

梅
太
郎
の
長
男
で
吉
田
家
を
継
い
だ
小
太
郎
。

玉
木
丈
之
進
の
養
子
。
乃
木
希
典
の
弟
正ま
さ
よ
し誼

は
じ
め
五
百
人
、
し
か
し
わ
ず
か
十
数
日
で

鎮
圧
さ
れ
、
前
原
処
刑
、
小
太
郎
、
正
誼
戦

死
。
こ
の
乱
に
養
子
や
門
人
が
多
く
加
わ
っ

た
責
任
を
取
っ
て
文
之
進
自
決
。
梅
太
郎
は

役
職
を
辞
任
。
杉
家
は
正
に
悲
劇
の
ど
ん
底

で
し
た
。

　
主
君
敬
親
の
儒
官
を
務
め
て
い
た
小
田
村

伊
之
助
は
、
楫か
と
り取
素も
と
ひ
こ彦
と
改
名
し
群
馬
県
令

に
執
任
。
楫
取
は
、
品
質
の
良
い
上
州
生
糸

の
振
興
に
心
血
を
注
ぎ
輸
出
に
も
尽
力
。
明

治
十
三
年
政
府
が
富
岡
製
糸
場
の
取
り
壊
し

を
検
討
す
る
や
、

　「
廃
滅
は
、
工
業
が
日
々
新
あ
ら
た

の
今
日
、
各

国
に
対
し
て
恥
で
す
」
と
、
断
固
反
対
。

　
素
彦
が
い
な
か
っ
た
ら
今
日
の
世
界
遺
産

登
録
は
な
か
っ
た
か
も
。
凶
作
対
策
と
し
て
、

そ
ば
と
じ
ゃ
が
い
も
を
世
に
広
め
、
農
業
の

改
良
、
石
垣
い
ち
ご
考
案
者
船
津
伝
次
平
を

高
く
評
価
し
、
大
久
保
利
通
に
推
薦
し
日
本

の
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
の
公
娼
廃
止
な
ど
ま
じ
め
な
人
物

で
、
男
爵
、
貴
族
院
議
員
を
務
め
た
。
妻
の

寿
が
病
気
に
な
り
東
京
の
息
子
の
家
で
治

療
。
心
配
し
た
美
和
子
が
看
病
に
駆
け
つ

け
、
時
に
は
姉
の
代
わ
り
に
前
橋
の
素
彦
の

身
の
廻
り
の
世
話
を
。
寿
が
四
十
三
歳
で
亡

く
な
る
や
、
素
彦
は
自
分
を
支
え
て
く
れ
た

美
和
子
に
求
婚
。「
女
は
生
涯
貞
節
を
守
れ
」

と
い
う
兄
松
陰
の
教
え
と
、
亡
き
夫
玄
端
の

こ
と
が
思
わ
れ
迷
っ
て
い
た
が
、
玄
端
か
ら

送
ら
れ
た
手
紙
を
持
っ
て
嫁
が
せ
て
く
れ
る

な
ら
と
、
二
年
後
明
治
十
六
年
結
婚
。
素
彦

五
十
五
歳
、
美
和
子
四
十
一
歳
。
素
彦
は
惜

し
ま
れ
な
が
ら
群
馬
県
令
を
辞
し
元
老
院
議

員
と
な
り
、
妻
が
大
切
に
す
る
玄
端
の
手
紙

二
十
一
通
を
家
宝
の
巻
物
に
し
て「
涙
る
い
し
ゅ
う袖帖
」

と
名
付
け
て
子
孫
に
伝
え
ま
す
。

　
夫
婦
は
仲
睦
ま
じ
く
明
治
三
十
年
、
夫
婦

共
に
明
治
天
皇
第
十
女
貞
宮
の
御
養
育
に
携か
か

わ
り
、
晩
年
は
小
田
村
氏
由
縁
の
山
口
県
三

田
尻
、
防ほ
う
ふ府

で
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご
し
大

正
元
年
、
素
彦
八
十
四
歳
で
亡
く
な
り
、
九

年
後
の
大
正
十
年
文
こ
と
美
和
子
七
十
九
歳

で
こ
の
世
を
去
り
、
防
府
市
桑
山
の
大
楽
寺

に
素
彦
と
美
和
子
が
並
ん
で
眠
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
楫
取
素

彦
と
い
う
人
物
が
、
文
の
夫
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
、
松
陰
の
友
人
と
し
て
大
き
く
取
上

げ
ら
れ
、
松
陰
は
、
安
政
の
大
獄
で
取
調
べ

を
受
け
た
時
、
悪
く
て
も
遠
島
で
す
ん
だ
も

の
を
、
老
中
暗
殺
計
画
を
述
べ
立
て
処
刑
。

純
粋
と
い
う
か
、
直
情
と
い
う
か
、
信
じ
た

ま
ま
突
っ
走
る
の
は
陽
明
学
を
学
ん
だ
影
響
。

　
朱
子
学
は
、
江
戸
幕
府
官
学
と
し
て
保
護

し
広
め
た
学
問
で
、
知
を
磨
く
教
え
。


